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　県保健医療計画では、このシステムの活用により
切れ目のない効率的な医療の提供や患者の既往歴等
の共有により、災害等緊急時における迅速かつ効果
的な医療の提供ができるなど、重量な医療インフラ
として位置づけており、県内全域への普及展開を
図っている。また、「滋賀県DX推進戦略」においても、
このシステムの更なる高機能化を目指している。
「健康しが」の実現に向けて、このシステムの活用
による、医療の質や信頼性の向上によって健康が守
られることを県民一人ひとりに実感していただき、
全国に誇れる「ネットワークモデル」となるよう、
今後も運営主体や関係団体とともに普及展開に努め
てまいりたい。

令和4年２月定例会議（2月14日～３月18日）において、以下の項目について質問をいたしました。

【びわ湖あさがおネットについて】

　草津市 BBS会・保護司会・更正保護女性会による
ファミリートークに出席しました。BBS会は様々な問
題を抱える少年と兄や姉のような身近な存在として接
しながら、健全に成長していくのを支援するとともに、
犯罪や非行のない社会の実現を目指す青年ボランティ
ア団体です。近年では、学習支援活動やふれあい行事
等も実施しています。

滋賀県立美術館の視察研修
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Q：        全国に先駆けて先進的な「ネットワークモデル
　　　づくり」に挑戦することが、「健康しが」に資す
　　　ると考えるが、知事の所見を伺う。

　滋賀県立美術館がリニュー
アルオープンして６ヵ月が
経ちました。館長の保坂健
二朗さんの企画による『人
間の才能生みだすこと生き
ること』展が開催されまし
た。独自の方法論で制作する
作品からは「生みだすこと＝
生きること」を感じます。

　県内に在住の外国人が日ごろの思いを披露する、日
本語スピーチ大会が開催されました。
　「びわこ日本語ネットワーク (BNN)」が主催し、日
本語学習の意欲向上や「多文化共生」に向けた相互理
解の促進が狙いで、マレーシア
やミャンマー、中国など7カ国の
10人が参加、最優秀賞の「滋賀
県知事賞」には、中国出身の趙
雪さんが選ばれました。
　他の参加者も、自分の経験を
母国のために生かしたいとする
夢を披露したりして、聞く人の
興味を誘いました。

A： <知事>

　びわ湖あさがおネットを活用し、関係機関で診察
情報等を共有することによって、よりよい医療、介
護サービスの提供につながると考えている。
　今後は財政的な支援とあわせ、未参加施設への働
きかけを行うなど、利用拡大に向けた取組を運営主
体や関係団体と一緒になって進めてまいりたい。

利用拡大に向けた県の今後の取組・支援に
ついて伺う。

＜健康医療福祉部長＞

これまでの行財政改革の取組ついて伺う。

Q：

A：

Q：

A：

滋賀県立美術館 ➡

◎２月27・28 日に追加で「サービス管理責任
者・児童発達支援管理責任者」の基礎研修を実施
していただけることになった。

ラムサールびわっこ大使事業

更正保護ファミリートーク

地域の安全・安心のために

自民党県議団の視察研修

　令和７年（202５年）に開催される、第 79 回国民ス
ポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会に向けて、
びわこ文化公園都市内に「滋賀アリーナ」が建設されて
います。「滋賀アリーナ」では全国規模の大会が開催され
るなど、スポーツを観戦する楽しみが増えそうです。
　また、大学や周辺施設と連携することで県民のみな
さんの生涯スポーツや健康づくりの拠点として施設の
整備が期待されています。（令和４年 12 月完成予定）

アリーナ建設 ➡

　水鳥の生息する環境を保全しながら、そこに住まう人
の営みが深い関係性にある。さらに、そうしたフィール
ドで交流や学習が進められていることから、琵琶湖はラ
ムサール条約湿地に登録されています。今年も県内の小
学生９名が「ラムサールびわっこ大使」に任命され、活
動のまとめとして副知事への報告会が開催されました。

【県立高等技術専門校について】

　本県では、平成７年度に「滋賀県行政改革大綱」を
策定して以降、効果的・効率的な組織・機構の整備や
業務改善、事務事業の見直しなど、聖域を設けること
なく不断の取組として行財政改革に取組んできた。
　財政運営の安定化と安全で快適なサービス提供の
視点から、施設総量の適正化や長寿命化対策の他、
民間活力の活用によるサービスの充実・向上に取組
んでいる。

＜総務部長＞

米原校と草津校が統合できれば、その運営費を
削減できると思うが、いかがか。

Q：

A：
　現状2つある施設を1つに集約化し縮小すれば、施
設に係る維持管理や改修費用、その運営費等は一
定削減できると考える。

＜商工観光労働部長＞

費用の削減効果を原資として訓練機器を充実する
ことにより、人材育成に繋げてはどうか。

Q：

A：
　企業の求める人材育成のためには、訓練機器等の
必要な設備を充実させ、効果的な職業訓練を実施し
ていくことが必要である。効果的な予算執行や財源
の確保に努め、可能な限り機器整備等の予算を確保
していくとともに、今後は訓練機器等の整備計画を
策定し、計画的・効果的な整備が進められるよう努
める。その際には、施設間の役割分担・重点的な整
備等についても併せて検討してまいりたい。

＜商工観光労働部長＞

びわ湖あさがおネットへは、右記のQRホームページ
よりご覧いただけます。
https://www.biwako-asagao.net/

外国人による日本語スピーチ大会

　浜街道を中心に通学路安全点検に同行しました。
小学生や、中学生の通学路の点検と、地域住民の皆
様方より寄せられた要望をもとに、改善箇所を確認
しました。今後も
子ども達が安全に
通学できるよう、
道路の整備と安全
対策を講じていた
だくよう、お願い
しました。




